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包 括 外 部 監 査 結 果 に 対 す る 措 置 事 項 等 の 公 表 

 

１ 監査結果公表年月日 

平成１９年１月１７日（広島市監査公表第１号） 

２ 包括外部監査人 

濱田 芳弘 

３ 監査結果に対する措置事項通知年月日 

平成２３年３月２４日（広整都第５０号） 

４ 監査のテーマ 

開発事業特別会計，西風新都特別会計，用地先行取得特別会計に関する財務事務の執行

について 

５ 監査の結果（指摘事項）及び措置の内容 

開発事業特別会計について（西部開発事業） 

西部浄化センター用地について （所管課：都市整備局都市整備調整課） 

監 査 の 結 果 の 要 旨 措 置 の 内 容 

本物件は西部開発事業の未分譲地の中で最も

面積が広く（156,850.49 ㎡），固定資産税評価

相当額は約１３１億円である。資産価値は高い

ものの利用度は低く，多目的広場としてソフト

ボールなどの無償使用が多く，資産価値に見合

った有効利用がなされていない典型的な例であ

る。 

 下水処理場の増設用地として順次，下水道事

業会計へ移管されているが，すべてが下水道施

設として，移管されるかどうか疑問である。現

在，下水処理場の施設計画の見直しを行ってい

るとのことであり，これを早急に行い，処理場

用地の面積等を確定させるとともに，残余土地

の利用若しくは売却を検討すべきである。 

 

下水道局において，西部水資源再生センタ

ー（平成１９年度（2007 年度）に西部浄化

センターを名称変更）の施設計画の見直しを

行った結果，下水処理場用地として利用しな

い面積 48,238.33 ㎡が平成１８年（2006

年）１１月に確定した。 

また，平成２０年度（2008 年度）から平

成２２年度（2010 年度）にかけて西部水資

源再生センターの代替放流きょの建設工事及

び既存放流きょの撤去工事を行い，平成２３

年度（2011 年度）中に下水処理場予定区域

を縮小する都市計画の変更を予定している。 

この都市計画の変更に併せて長年にわたり

利用している多目的広場の廃止について地元

団体の理解を得るとともに，市内部及び国・

県に対して公共施設用地としての利用につい

て照会し，その結果，利用希望がある場合

は，市内部での所属替えや国・県への譲渡を

行い，残余土地の有効活用を図る。利用希望

がない場合は，一般競争入札により売却を進

める。 

 

 

 


